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取扱説明書 

 ご使用前に必ずお読みください。 

いつまでも大切に保管してください。 

 



 



 
 

 
 

● この取扱説明書は本製品の正しい取扱方法と簡単な点検および手入れについて説明しています。 
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みいただいて十分理解され、本製品を 良の状態で正しく 

安全に使用するためにご活用ください。 

 
 
● お読みになったあとも、この取扱説明書を必ず大切に保存し、分からない場合は理解されるまで 

十分お読みください。 
 
 
● 本製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 

 

● この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかに当社または当社の営業所・販売店 

・ＪＡ（農協）にご注文ください。 

 
 
● なお、品質・性能向上などの理由で、使用部品の変更をおこなうことがあります。 

その際には、本書の内容および写真イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合が 
ありますので、ご了承ください。 

 
 
● ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げ店か、お近くの販売店 

・ＪＡ（農協）にご相談ください。 
 
 
● 下記マークが付いた項目は、安全上特に重要な項目ですので必ずお守りください。 
 

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを 

示します。 
 

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるものを 

示します。 
 

その警告に従わなかった場合、けがを負うおそれのあるものを 

示します。 
 

その警告に従わなかった場合、製品の損傷や故障のおそれのあるものを 

示します。 
 

その他、使用上役立つ補足説明を示します。 

 

  

このたびは弊社製品を 
お買い上げいただきありがとうございます。 

は じ め に 
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１． 安全に作業をするために 

 

● リモコンモアーを安全に使用していただくために、ここに記載されている注意項目を 

必ず守ってください。 

● 下記の注意項目を守らないと、死亡を含む傷害や事故、製品の破損が生じるおそれがあります。 

 

 

 

 
 

 
リモコンモアーを使用する前には必ず本書とす

べての安全指示よく読んで、理解した上で使用

する 
 
【守らないと】 
死亡事故や重大な傷害、リモコンモアーの破損に

つながるおそれがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
こんなときは運転しない 
 
● 過労・病気・薬物の影響、その他の理由により

作業に集中できないとき。 

● 酒を飲んだとき。 

● 妊娠しているとき。 

● 本書およびラベルの内容が理解できない人や

子供。 

 

【守らないと】 

死傷事故につながるおそれがあります。 

 
 

 

  

一般的な注意 
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作業に適した服装をする 
 
はち巻き・首巻き・腰タオルは危険です。ヘルメ

ット・保護メガネ・滑り止めの付いた安全靴を着

用し、だぶつきのない作業に適した服装をしてく

ださい。 
 
【守らないと】 
滑って転倒したり、リモコンモアーの回転部に巻

きこまれて死傷するおそれがあります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
リモコンモアーを他人に貸すときは取扱方

法を説明する 
 
取扱方法をよく説明し、使用前に本書を必ず読む

ように指導してください。 
 
【守らないと】 
死傷事故となるおそれがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
リモコンモアーの改造禁止 
 
● 純正部品や指定以外の部品を取付けな

いでください。 
● 改造をしないでください。 
 
【守らないと】 
傷害事故や、リモコンモアーの破損につな

がるおそれがあります。 
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● 給油時は必ずエンジンを停止する 

● くわえタバコで燃料補給をしない 

● たき火などのそばで作業をしない 

● 燃料がこぼれたらきれいにふき取る 

 

【守らないと】 

火災・引火爆発を引き起こし死傷するおそれがあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 
密閉した通気性の悪い場所で運転しない 
 

トンネル・地下室・閉めきった室内など、換気が

不十分な場所では使用しないでください。 

 

【守らないと】 

排気ガスが充満して死傷事故につながるおそれ

があります。 

 

 

 

 

 

 

 
リモコンモアーを操作する前に油圧配管の

ネジ部をしっかりと締める 

 

安全のため、油圧ホースは２年毎に交換してくだ

さい。 

 

【守らないと】 

継手やホースがはずれたり、抜けることで死傷事

故となるおそれがあります。 

 

  

草刈り作業する前に 
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高圧油に注意 
噴出する油を手足などでさわらない 
 
作業中、ホースや油圧部品から油が噴出した場合

は、すぐにエンジンを停止 
 
【守らないと】 
高圧油は皮膚を突き破ることがあり、重大な傷害

事故となるおそれがあります 
 
● 万一噴出した油が目に入ったり、皮膚に浸透

した場合は水で洗浄した後、すぐに医師の処

置を受けてください 
● 見えない小さな穴からの油もれを探すときは

保護めがねをかけ、ボール紙などを利用して

ください 
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火災に十分注意する 

 

● 近くでタバコを吸ったり火気を使用しない。 

● 燃料補給はエンジンを停止させてからおこな

う。 

● 燃料やオイルの配管を確認しゆるんでいれば

締め直し、損傷があれば修理または交換する。 

● 燃料やオイルの補給時は、その場から離れな

い。 

● 燃料やオイルのキャップは全てしっかりと締

める。 

● 過熱した表面や電気系統部品に燃料をこぼさ

ない。 

● 燃料やオイルは換気の良い場所に保管する。 

● 燃料やオイルは定められた場所に保管し関係

者以外は近づけない。 

● 給油後はこぼれた燃料・油脂類を拭き取る。 

● 部品などの洗浄油は不燃性のものを使用し軽

油やガソリンなど引火のおそれのあるものは

使用しない。 

● エンジンやマフラー、バッテリに付着した破

砕物やゴミは取り除く。 

● 機体にカバーをかける場合は高温部が十分冷

えてからおこなう。 

● 電気系統のショートにより火災が起こるおそ

れがあるので配線の結合部を清潔にし、しっ

かりと固定する。 

● 配線のゆるみや損傷を確認し、ゆるんでいれ

ば締め直し、損傷があれば修理または交換す

る。 

 

【守らないと】 

火災・引火爆発を引き起こし死傷するおそれがあ

ります。 
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● リモコンコントローラは精密な電子機器のた

め、衝撃や振動の加わる場所、強い磁力の発生

する場所などでの使用・保管は避けてくださ

い。 
● 日本国以外では使用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国では独自

の安全基準が定められており、この装置が適

合する事は保証いたしかねます。 
● 本製品は、無線局の免許を必要としない微弱

電波を使用しています。 
そのため、強い電波が出ている電波塔のそば、

トンネルやビルの間などコンクリートで遮断

された場所では使用できないことがあります。 
 

電波認証型式：TWE-001 Lite 

工事設計認証番号：007-AB0031 

 

 

 

 

 
作業する前に必ず下記の始業点検をおこなう 
 

● 各部のボルト・ナットのゆるみ 

● 各部のピンの脱落 

● カバー固定ボルトのゆるみ 

● 刈り刃固定ボルトのゆるみ 

● 車輪固定ボルトのゆるみ 

● ベルトの張り具合と摩耗・損傷の有無 

● 各部の油もれ 

● 燃料・潤滑油・エンジンオイル・作動油の油量 

● 燃料タンクのキャップ、および全ての安全カ

バー類が装着されていること 

● エンジンオイル・エレメントの汚れ 

● レバーの操作性 

● クラッチレバーは「回転」「停止」ともに確実

に作動しているか 

 

【守らないと】 

傷害事故やリモコンモアーの故障・破損につなが

るおそれがあります。 
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● 回転部に給脂する 

● 電気コードが他の部品に接触していないか 

被覆のはがれ、接続部のゆるみがないか確認

する 

● その他破損箇所（材料・溶接割れなど）がない

か確認する 

 

【守らないと】 

傷害事故やリモコンモアーの故障・破損につなが

るおそれがあります。 

 

 

 

 

 
作業場所の障害物を確認する 
● あらかじめ取りのぞける障害物はよけておく 

 

【守らないと】 

傷害事故やリモコンモアーの故障・破損につなが

るおそれがあります。 

 

 

 

 

 
作業場所の下見をする 
● 溝・段差等の危険個所には目印を付けてから

作業してください 

 

【守らないと】 

リモコンモアーの破損・故障につながるおそれが

あります。 

 

 

 

 

 
エンジン始動時、周囲の安全を確認する 
 

【守らないと】 

リモコンモアーの破損・故障につながるおそれが

あります。 
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リモコンモアーを公道で走行させない 
 

公道を移動する時は、リモコンモアーをトラック

などに積み込み、移動してください 

 

【守らないと】 

リモコンモアーは公道および公道とみなされる

道路での運転はできません。 

また、傷害事故につながるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 
リモコンモアーに人を乗せない 
 

【守らないと】 

傷害事故につながるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 大きい石や木材の上など起伏のはげしい場所

では作業しない 
● 路肩や湿田などの軟弱地では作業しない 
【守らないと】 
リモコンモアーの破損、故障につながるおそれが

あります 
 

 

 

 

 

  

草刈り作業時 
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傾斜地に駐車しない。 
やむなく傾斜地に駐車する場合、なるべく等高線

に沿った方向に停車し、輪止めをしてください。 
傾斜に沿った方向に駐車する場合も輪止めをし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
草刈り作業時は必ずカバー類を装着する 
 

【守らないと】 

回転部に巻きこまれ、指の切傷等けがをするおそ

れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 
草刈り作業時はリモコンモアーの周囲に近

づかない 
 

【守らないと】 

リモコンモアーから飛散した石や破片により、傷

害を負うおそれがあります。 

 

 

 

 

  



 必ず読んでください  

AJK700 －10－ 

 

 
作業時はリモコンモアーの周囲に人がいな

いことを確認する 

 
【守らないと】 

リモコンモアーから飛散した石や破片により傷

害事故となるおそれがあります。 

 

 

 

 

 
モアー前後のフラッパ（ゴムカバー）が破損

したらすぐに交換する 
 

【守らないと】 

リモコンモアーから飛散した石や破片により、傷

害を負うおそれがあります。 

 

 

 

 

 
回転部分には手足や衣服を近づけない 
 

【守らないと】 

回転に巻き込まれ、傷害を負うおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
● エンジンが動いている間、絶対にフレーム

内に手足を入れない 

● 刈り刃に巻きついたつる・ビニール・布な

どを取りのぞくときは、 

① エンジンを停止し 

② 刈り刃の回転が完全に停止したこと

を確認してから取りのぞく 
 

【守らないと】 

回転に巻き込まれ、傷害を負うおそれがあります。 
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運転中はエンジン・マフラー・油圧タンクな

どの高温部にさわらない 

 
点検のため、さわったりカバーをかけたりする場

合はエンジンを停止させ、エンジン・マフラーな

どの高温部が完全に冷えてからおこなってくだ

さい。 

【守らないと】 

火傷などの傷害事故となるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 
リモコンモアーから離れるときは、 

① 必ずエンジンを停止 

② 本体コントローラの主電源を「ＳＴＯＰ」 

 
【守らないと】 

取扱方法を知らない者がリモコンモアーを操作

する可能性があり、傷害事故につながるおそれが

あります。 

 

 

 

 

 
草刈り作業中、異音がしたり異常を感じたら、

すぐにエンジンを停止し回転部の回転を停

止させる 
 

取扱説明書や安全表示ラベルを参照して点検を

おこない、異常の有無を確認してください。 

【守らないと】 

作動や状況がおかしいまま大丈夫だろうと過信

して作業を続けると、故障や破損につながるおそ

れがあります。 
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刈り刃が１枚でも破損していれば、すぐに交

換する 
 

刈り刃はすぐに交換できるよう、常に用意してお

いてください。刈り刃は必ず純正品を使用してく

ださい。 

【守らないと】 

刈り刃のバランスがくずれ、振動が発生し、リモ

コンモアーが故障・破損するおそれがあります。 

 

 

 

 

 
リモコンモアーでけん引・運搬作業をしない 
 

【守らないと】 

リモコンモアーに無理な力がかかり、故障・破損

するおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
排気管の熱や排気ガスにより可燃物が着火

し、火災につながるおそれがあります 
 

● 排気管やエンジン周辺部のゴミは常に清掃し

ておく 

● エンジン始動前にはリモコンモアーの周囲に

可燃物がないことを確認する 

● 枯れ草やワラなど、燃えやすいものの付近に

駐車しない 
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路肩や溝の周辺では十分注意して走行する 
 

路肩がくずれるおそれがあります。 

【守らないと】 

リモコンモアーの横転・転落により故障や破損に

つながるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 
雨、霧、夜間の作業はしない 
 

水に濡れるおそれのある天候、および見通しのよ

くない状態では作業しない。 

【守らないと】 

リモコンモアーの故障や傷害事故につながるお

それがあります。 

 

 

 

 

 
草刈り作業時、関係者以外が近づかないよう

監視する 
 

【守らないと】 

傷害事故につながるおそれがあります。 

 

 

 

 

 
斜面作業時、リモコンモアーの下方に入らな

い 
 

【守らないと】 

リモコンモアーの転倒に巻きこまれ傷害事故に

つながるおそれがあります。 

 

 

 

  



 必ず読んでください  

AJK700 －14－ 

 

 
４０°を超える斜面では作業をしない 
 

【守らないと】 

リモコンモアーの転倒に巻きこまれ傷害事故に

つながるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 
傾斜地での上下刈りの場合、走行速度に注意して

ください。 
特に下りで急停止，急旋回する場合、転倒のおそ

れがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
平地から傾斜地へ進入する際の走行速度に注意

してください。 
傾斜地にて急停止，急旋回する場合、転倒のおそ

れがあります。 
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クレーンを使用してリモコンモアーの吊り

上げ作業をおこなうときは必ず下記項目を

順守する 
 

● 吊り上げ作業は有資格者がおこなう。 

移動式クレーン特別教育修了証・玉掛技能講

習終了証。 

● トラックの荷台への積み込み・積み降ろし作

業は特に注意する。 

● 吊り上げ用のワイヤロープ・ナイロンスリン

グ等に亀裂・変形がないか確認する。 

● リモコンモアー側のボルト・ナットのゆるみ

やピンの脱落がないか確認する。 

● 吊り上げに使用するワイヤロープ・ナイロン

スリング等は本機の質量に対して十分強度の

あるものを使用する。 

● 吊り上げるときは吊り上げ器具のねじれや重

心位置に注意し、バランスを十分取る。 

● 吊り上げ作業の指揮者を決め、その人の指示

に従って作業する。 

● 吊り上げたリモコンモアーの真下に人を立ち

入らせない。 

【守らないと】 

落下・転落等により死傷事故となるおそれがあり

ます 

 

  

運搬時 
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リモコンモアー清掃時、高圧洗浄機は使用し

ない 
バッテリ，電気配線類の接続コネクタ，油圧

機器のシール部に水をかけない 
 
【守らないと】 
● 電気配線被覆の損傷・断線により火災を引き

起こすおそれがあります。 
● 油圧ホースの破損により、高圧の油が噴出し

て傷害を負うおそれがあります。 
● 機械の破損・損傷・故障の原因となります。 
例）①シール・ラベルのはがれ 

②電子部品への浸水による故障 
③オイルシール等のゴム・樹脂類の破損 
④塗装・メッキ面の被覆はがれ 

 
 

 

 

 

 
● リモコンモアーはいつもきれいにしてくださ

い。 

● こぼれたオイル、グリスまたは散乱した刈り

草は危険です。 

リモコンモアーはいつもきれいに管理してく

ださい。 

● リモコンモアーを洗車する際、電気系統に水

が浸入すると作動不良を起こし、誤作動の原

因となることがあります。 

各種センサ・コネクタ類・スイッチ類および電

気配線の水洗いやスチーム洗浄はしないでく

ださい 

● リモコンモアーを洗車後、エンジンを始動す

る際は“リコイル手動”で始動させる。（「８

-２． エンジンの始動」参照） 

まれに洗車によりバッテリ電圧が下がる，キ

ャブレターから浸入した水により点火プラグ

がかぶることがあり、“自動セル始動”ができ

なくなることがあります。 

 

  

作業後 

× 
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点検・整備は 

● 硬くて平らな場所を選ぶ 

● 本体コントローラの主電源を「ＳＴＯＰ」に

し、エンジンを停止させる 

● 刈り刃の回転が完全に停止した後で作業

する 

● タイヤに輪止めをする 

● バッテリの(－)コードをはずす 

● エンジン・マフラーなど高温部が完全に冷

えてからおこなう 

● 作業中は「点検中」「整備中」「修理中」

などの看板をよく見える場所にかけてお

く 

● 作業終了後、取りはずしたカバー類は必ず

元通り取付ける 
 

【守らないと】 

傷害事故となるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 
●刈り刃を取扱う場合は 

① エンジン停止 

② 刈り刃の回転が完全に停止してからお

こなう 

●刈り刃は直接手でさわらない 
（革手袋などの保護具を使用する） 

 

【守らないと】 

鋭利な刃先で手を切傷し、傷害事故となるおそれ

があります。 

 

  

点検・修理時 
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バッテリを取扱うときは、ショートさせたり

タバコ等の火気を近づけない 
 

● バッテリの充電は風通しの良い場所で補水キ

ャップをはずしておこなってください。 

● バッテリ液を服や体につけないでください。 

● 万一バッテリ液が目に入った場合は、水で洗

浄した後すぐに医師の治療を受けてください。 

 

【守らないと】 

引火爆発・火傷・失明等の死傷事故となるおそれ

があります。 

 

 

 

 

 

 
長期間格納する場合（長期間使用しない場合）、

再使用時に前と同じ性能を発揮させるためには

保管・格納に十分注意する必要があります。 

 

長期間格納する場合は、 

● 屋内に格納する 

● やむをえず屋外に格納する場合は雨のかから

ない平らな場所を選び、シートをかける 

● 燃料タンク内の燃料を抜き取る 

● バッテリの(－)コードをはずしておく 

 

 

 

 

 

 
● 環境汚染を防ぐため、廃棄物の処理について

は十分注意してください。 

● 廃液は必ず缶・タンクなどの容器に排出して

ください。絶対に地面にたれ流したり、川・下

水・海・湖等に廃棄しないでください。 

● オイル・燃料・冷却水・溶剤・フィルタ・バッ

テリなどの有害物を処分するときは、適用さ

れる法規・規則に従ってください 
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● 農作業事故が発生した場合に備え、共済組合

発行の傷害共済保険もしくは一般保険会社発

行の任意保険をかけてください。 

 

 

 

  

その他 
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２． 安全表示ラベルと 

その取り扱いについて 

 
● 安全に作業していただくために安全表示ラベルの貼付位置を示したものです。 
● 安全表示ラベルの内容詳細については、［２-２．安全表示ラベルの内容］を参照してください。 
● 安全表示ラベルは、常に汚れや破損のないようにしてください。 
● ラベルが汚れている場合は石けん水で洗い、やわらかい布でふいてください。 
● もし破損または紛失した場合は、新しいものに貼り替えてください。 
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番号 品  番 品 名 個数 規   格 

① Ｔ３９０３９５４０－１ ラベル １ 注意：取扱説明書を読む 

② Ｔ３９０３９５３０－１ ラベル １ 警告：油圧部品さわらない 

③ Ｔ３９０３９５７０－１ ラベル ２ 注意：近づかない 

④ Ｔ３９０３９５８０－１ ラベル ２ 注意：回転部 

⑤ Ｃ１０００１４７６－１ ラベル １ 注意：エンジンオイル確認 

⑥ Ｔ３９０３９５６０－１ ラベル ３ 注意：カバーをはずさない 

⑦ Ｃ３０５１８９７０－１ ラベル １ 取扱注意：防塵網清掃 

⑧ Ｃ１０００１１８３－１ ラベル １ 警告：バッテリ 

⑨ Ｃ１０００２０１６－１ ラベル ２ 注意：高温注意 

 
 
 
 

２-１． 安全表示ラベルの手入れについて 
 

● ラベルが汚れている場合は石けん水で洗い、やわらかい布でふいてください。 
● 破損または紛失された場合は、お買い上げ店またはお近くの「販売店」「ＪＡ（農協）」に 

ご注文ください。 
● ラベルが貼付されている部品を新部品と交換するときは、ラベルも同時に交換して 

ください。 
 
  



 必ず読んでください  

AJK700 －22－ 

 

２-２． 安全表示ラベルの内容 
 

① 

 
 

② 

 

③ 

 
 

④ 
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⑤ 

 
 

⑥ 

 

⑦ 

 
 

⑧ 

 
  

⑨ 
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【ＭＥＭＯ】 
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３． 本製品の使用目的について 

 

(１) 本製品は、草刈り作業に使用してください。 
 
 
(２) 本製品を、使用目的以外の作業に使用したり改造しないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんので注意してください。 
 
 
(３) 市販類似品等、純正以外の部品を使用した場合も同様に保証の対象になりませんので 

注意してください。 
 
 
 
 
 

４． 補修用部品の供給年限について 

 

この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後９年です。 

ただし、供給年限内であっても、特殊部品については納期などをご相談させていただく場合も 

あります。補修用部品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であっ

ても、部品供給のご要請があった場合は、納期および価格についてご相談させていただきます。 

 

 

 

 

 

５． アフターサービスについて 

 

本製品の調子が悪いとき、［１６．トラブルシューティング］に従って点検・整備してもなお不具合が

あるときは、お買い上げいただいた販売店・ＪＡ（農協）までご連絡ください。 

 

 

連絡していただきたい内容 

(１) 型式名 

(２) 製造番号（機番） 

(３) 故障内容（できるだけ詳しく） 

 

 

 

 

 

 

 

  

銘板位置 
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６． 仕様寸法 

 

型  式 ＡＪＫ７００ 

全長×全幅×全高 １,２９０ ㎜ × １,３１０ ㎜ × ７４０ ㎜ 

走 行 速 度 ４．４ km/h （計算値） 

傾 斜 能 力 上下 ４０°、左右 ４０° 

質  量 ３７０ kg 

エ ン ジ ン ガソリンエンジン 

燃料タンク容量 ６．１ L 

刈 り 刃 フリー刃 （２軸，２段） 

刈 り 幅 ７００ ㎜ 

刈 り 高 さ ３５ ～ ９０ ㎜ 

電池（リモコンコントローラ） ９Ｖ角型 （６Ｐ型） 

無 線 装 置 
電波認証型式：TWE-001 Lite 

工事設計認証番号：007-AB0031 
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７． 各部のなまえ 

 
  



 

AJK700 －28－ 

８． 操作手順 

 

８-１． 走行操作 （リモコン コントローラ） 
 

 
● コントローラは精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、

強い磁力の発生する場所などでの使用・保管は避けてください。 

● 日本国以外では使用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国では独自の安全基準が定めら

れており、この装置が適合する事は保証いたしかねます。 

● 本製品は、無線局の免許を必要としない微弱電波を使用していま

す。そのため、強い電波が出ている電波塔のそば、トンネルやビ

ルの間などコンクリートで遮断された場所では使用できないことが

あります。 

電波認証型式  ：TWE-001 Lite 

工事設計認証番号：007-AB0031 
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８-１-１． 電池交換 

 

 
● 納品時、リモコン コントローラに電池は入っておりません。

電池を入れてから作動確認をおこなってください。 

● 納品時、同梱されている電池は作動確認用電池です。 

作業される際は、市販の電池と交換してください。 

● 草刈り作業時、予備の電池を準備しておいてください。 

● アルカリ電池【FUJITSU Premium ６ＬＲ６１】で約５時間使

用が目安になります。 

● 電池交換を表示されてから約３０分使用可能です。 

気温により使用時間が短くなることがあります。 

● 充電電池（ニッケル水素, Ｎｉ－ＭＨ）【例：TOSHIBA 

IMPULSE ６Ｐ, 充電器ＴＮＨＣ－６２２ＳＣ】を使用される場

合、使用可能時間は短くなります。 

また、電圧降下が比較的急なので、電池交換表示が見え

ないことがあります。 

 

 

 

ａ) リモコンコントローラ裏側の電池室カバ

ーを取りはずす。 

爪を矢印方向に押しながら引き上げると

はずれます。 

 

 

 

 

ｂ) 電池を電池室から抜き出し、コネクタを

はずす。 

 

 

 

 

ｃ) 新しい電池にコネクタを取付け、電池室

に挿入する。 

電池はアルカリ乾電池９Ｖ角型（６Ｐ型）を

使用してください。 

 

 

 

 

ｄ) ａ)で取りはずした電池室カバーを取り

付ける。 

カバーのフック部をリモコンコントロー

ラにかけた状態でカバーを閉じると装着

できます。 

  

コントローラ

カバー 

電池 

爪を押しながら 

引き上げる 

コネクタ 
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８-１-２． アンテナ 

 

 
● 日本国以外では使用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国では

独自の安全基準が定められており、この

装置が適合する事は保証いたしかねます。 

● 本製品は、無線局の免許を必要としない

微弱電波を使用しています。そのため、強

い電波が出ている電波塔のそば、トンネ

ルやビルの間などコンクリートで遮断さ

れた場所では使用できないことがありま

す。 

電波認証型式  ：TWE-001 Lite 

工事設計認証番号：007-AB0031 
 

 

 

無線の通信距離は様々な条件に左右されます。 

環境により通信できる距離はいちじるしく変化

します。 

 

 

 

 

◆ アンテナ間に障害物がある場合は通信距離

が短くなります。 

特に鉄板や鉄筋コンクリート、電波シールドフィ

ルムの貼られたガラスは電波を大きく妨げ

ます。 
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◆ アンテナには感度の良い部分と悪い部分が

あります。（指向性） 

アンテナの軸から垂直方向に電波が放射ま

たは受信されますので、アンテナの向きによ

り、通信条件が悪くなります。 

リモコンコントローラおよび本体側コントローラ

のアンテナは立てて使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ リモコンコントローラには無線局の免許を

必要としない２．４ＧＨｚ電波帯を使用してい

ます。 

ＷｉＦｉ，ドローン等の同周波数帯を使用する

無線装置を使用されていると、通信異常が発

生することがあります。通信異常を検出する

と、リモコンモアーは安全のため停止します。 

 

 

 

 

  

送受信、通信ができる 

送受信、通信ができない 

送受信、通信ができない
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８-１-３． ジョイスティック 

 

リモコンモアーの進行方向・走行速度を操作

できます。 

 
 

 
● 走行・草刈り作業時はエンジン回転数ボ

リューム（「８-１-５．」参照）を 大にして

ください。 

● 前後走行・その場旋回への切換時には、タ

イムラグが発生し、一瞬 動作が停止しま

す。 

● その場旋回時、ジョイスティックレバーは真

横より若干上か若干下で操作してくださ

い。 
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８-１-４． 走行速度ボリューム 

 

走行時および草刈り作業時の 高速度を設

定します。 

 

◆ 草刈り処理量が多い，狭い場所を走行す

るなど低速で走行したい場合、走行速度

ボリュームを「遅」方向に回して使用して

ください。 

◆ 走行速度は草の状態・刈り高さ・運転者の

熟練度などにより、適正な速度で走行し

てください。 

 

 
ジョイスティックレバーの傾き角度で走行

速度を調整します。 

走行 大速度は走行速度ボリュームで設定

した速度になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８-１-５． エンジン回転数ボリューム 

 

走行を停止したアイドリング時のエンジン

回転数を設定します。 

ただし、作業時・走行時のエンジン回転数は

自動で 大になります。 

 

 
ジョイスティックレバーの傾き角度でも走行速

度を調整できます。走行 大速度は走行速度

ボリュームで設定した速度になります。 
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８-２． エンジンの始動 
 

(１) コントローラのエンジン始動スイッチが

「ＳＴＯＰ」、モードスイッチが「走行」である

ことを確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) エンジンの燃料コックを開く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● エンジンはオートチョ－ク方式です。チ

ョークは図のままで大丈夫です 

● エンジン始動が正常にできない時は、チ

ョークを閉じて、始動操作をおこなって

ください。 

 

 

 

 

 

 

  

開 

閉

燃料コック部 

上から見た図 
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(３) 本体コントローラの主電源の先端を引き

上げ、「ＯＮ」にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
通信が確立されるまで【無線異常】を検出し

ブザーが２回づつ鳴り続けます。 

 

 

 

 

(４) コントローラの主電源を「ＯＮ」にする。 

 

 
両コントローラの電源を「ＯＮ」すると、無線

通信がスタートします。 

通信が確立されるまで【無線異常】を検出し

ブザーが２回づつ鳴り続けます。 

 

 

 

 

(５) 【無線異常】を検出するブザー“ピッピッ”が

停止後、エンジンスイッチを「セル始動」に

切り換える。 

 

 
● ブザーが３回鳴り、ペアリングが完了す

るとエンジンが始動します。 

● エンジン始動が確認できるまで３０秒間隔

で５回始動を試みます。 

 

 

  

本体コントローラ

主電源 

先端を引き上げて 

「ＯＮ」 
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エンジンスイッチを「リコイル始動」にする

と、リコイルによりエンジンを始動すること

ができます。 

（バッテリーが弱っている場合等に活用し

てください） 

 

ただし、バッテリーが完全放電している時は、

エンジンが始動しても走行バルブへの電流

が不足しているため、走行することができま

せん。 

（エンジンが電圧降下により停止します） 
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８-３． エンジンの停止 
 

(１) コントローラのエンジンスイッチを「ＳＴＯ

Ｐ」にする。 

リモコンモアーのエンジンが停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 本体コントローラの主電源先端を押しこ

み、リモコンモアーの電源を切る。（「ＳＴ

ＯＰ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) コントローラの主電源を「ＯＦＦ」にし、電

源を切る。 

 

 

 

 
エンジンスイッチを「ＳＴＯＰ」にする前にコ

ントローラの主電源「ＯＦＦ」を操作した場合、

【無線異常】検出後、エンジンが停止します。 

本体コントローラによる主電源「ＳＴＯＰ」の

方が早くエンジンを停止できます。 

 

  

本体コントローラ

主電源 
先端を押し込んで

「ＳＴＯＰ」 
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(４) エンジンの燃料コックを閉める。 

 

 
１ヵ月以上使用しない場合、バッテリーから

アース線（マイナス側配線）をはずしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開 

閉 

燃料コック部 

上から見た図 
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８-４． 草刈り操作 
 

１．モアー回転／停止 
 

ａ) エンジン始動後、コントローラのモードス

イッチを「刈刃クラッチ」にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ) ジョイスティックを前進または後進に操

作し、刈刃の回転/停止を切り替える。 

 

前進側に操作⇒ 刈刃クラッチが入り、刈

刃が回転する 

後進側に操作⇒ 刈刃クラッチが切れ、刈

刃が停止する 
 

 

 

 

 

ｃ) モードスイッチを「走行」にし、走行また

は作業をおこなう。 

 

 

 
リモコンモアーエンジンの停止時、自動で刈

刃クラッチが切れ、刈刃の回転は停止します。 

作業を続ける場合、エンジン再始動後に、再

び刈刃クラッチの操作をおこなってくださ

い。 
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２．刈り高さの調整 
 

ａ) コントローラのモードスイッチを「刈り高

さ」にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ) ジョイスティックを前進または後進に操

作し、刈刃の高さを調整する。 

 

前進側に操作⇒刈り高さが高くなる 

後進側に操作⇒刈り高さが低くなる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ) モードスイッチを「走行」にし、走行また

は作業をおこなう。 
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８-５． 草刈り作業の仕方 
 

 
作業時はリモコンモアーの周囲に人がいな

いことを確認する 

【守らないと】 

リモコンモアーから飛散した石や破片によ

り傷害事故となるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 
作業場所の障害物を確認する 
● あらかじめ取りのぞける障害物はよけて

おく 

【守らないと】 

傷害事故やリモコンモアーの故障・破損につ

ながるおそれがあります。 

 

 

 
作業場所の下見をする 
● 溝・段差等の危険個所には目印を付けて

から作業してください 

【守らないと】 

リモコンモアーの破損・故障につながるおそ

れがあります。 

 

 

 

本リモコンモアーは手入れ または管理されて

いる場所の草刈りに使用してください。 

● 前後進で草刈りをおこなう。 

● 斜面の状況（柔らかい土質、軟弱地、濡れて

いる、でこぼこが大きいなど）によっては走

行できません。 

● 斜面作業時にはガソリンを７割程度に給油

してください。満タン給油しないでください。

１時間ごとのこまめな給油をおこなってく

ださい。 
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(１) 草刈り前に圃場を下見し、石・杭などの障

害物を取りのぞいてください。 

問題となるような溝や段差には目印を付

けておくなどし、走行を避けるようにして

ください。 

 

 

 

 

 

 

(２) 走行速度は草の状態・刈り高さ・運転者の

熟練度などにより、適正な速度で走行して

ください。 

草丈が高い・草が密集しているなど、エン

ジンへの負荷が大きい場所では走行速度

を遅くして作業するか、刈り高さを高くし

て作業した後にもう一度刈り高さを低く

して仕上げ刈りするなどしてください。 

 

 

 

 

(３) 走行できる斜面は 大４０°までです。 

（ただし、斜面条件によって異なります） 

 

 

 

 

(４) リモコンモアーの操作は足元が安定する

平地からおこなってください。 

斜面での操作は足元が滑った時や転倒し

た際に意図せぬ操作をする恐れがありま

す。 

操作場所を移動する際には、リモコンモア

ーの走行を一旦中止し、足元を確認しなが

ら移動してください。 
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(４) 斜面では下から上に作業を進めてくださ

い。 

上から下に作業を進めると、過大な斜度や

障害物などの状態により、斜面上に戻れな

くなることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
斜面谷側に突然のくぼみや段差がある場合、

リモコンモアーが転倒するおそれがありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 平地と斜面の境界での作業は避けてくだ

さい。 

平地と斜面の堺界にて、斜面の等高線に沿

った走行では、リモコンモアーの底が地面

に乗り上げ、走行不能になる恐れや、刈り

刃で地面を削り過大な負荷がかかる恐れ

があります。 
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８-６． 液晶画面操作 （リモコン コントローラ） 
 

液晶画面の表示については「１７-１． 液晶

画面一覧」を参照してください。 

 

 

８-６-１． 切替／戻る 

 

モードや設定画面を選択／解除します。 

 

 

 

８-６-２． ＵＰ／ＤＷ 

 

モードや設定画面を変更／数値を変更します。 

 

 

 

 

 

 
● 液晶画面は気温によって見え方が変化

します。 

リモコンコントローラのケースを開け、

内部調整ネジで調整もできます。 

● リモコンコントローラは４０℃以上の場

所に長時間置かないようにしてくださ

い。液晶画面が熱により変色します。 

 

 

 

 

 

 

  

調整ネジ
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８-７． 傾斜地走行時 
 

スローストップおよびスロースタートを設定

することで、リモコンモアーの挙動を安定さ

せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スローストップエリア スロースタート 

効果 

停止時の減速時間を調整。 

傾斜地下りでの停車時、後輪の

浮き上がりを緩和します。 

発進時の加速時間を調整。 

傾斜地途中での発進時、タイヤ

の滑りを緩和します。 

調整範囲 
０ ～ １００ 

（減速時間：短い←→長い） 

１ ～ １０ 

（加速時間：短い←→長い） 

基準値（初期値） ６０ ８ 

 

【液晶画面表示】 

   

→ 

 

  ↑ 

 
で数値を変更します。 

基準は８。 （範囲１～１０） 

 

→ 

 

→ 

 

↑   

 
で数値を変更します。 

基準は６０。 （範囲０～１００） 
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８-８． 無線番号設定 
 

無線状態が悪い場合や近くで同機種が作業し

ている場合、無線番号を変更してください。 

リモコンコントローラの「ユーザ設定」⇒「ム

センバンゴウ」および本体コントローラのケ

ース内ディップスイッチを変更してください。 

 

本体コントローラ  

 

 
ディップスイッチの変更は２～５番でおこなって 

ください。 

１および６～８は初期設定のまま使用して 

ください。 

 
 

 
  

ディップスイッチ 
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８-９． オイルアラート 
 

エンジンが一定の傾きを超えると、オイル潤

滑不足または過多によりエンジンが破損する

おそれがあるため、オイルアラートが鳴りま

す。 

傾斜地にて、一定の傾きを超えた状態で１０秒

経過すると、オイルアラートが鳴り、リモコン

モアーのエンジンが停止します。 

 

そのままの状態でエンジンの再始動はできま

すが、１０秒毎にオイルアラートが鳴りエンジ

ンが再度停止します。 

エンジンを始動せず、牽引により傾斜地から

離脱した後にエンジンを再始動してください。

（「８-１０．牽引時の油圧回路抵抗解除」参照） 
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８-１０． 牽引時の油圧回路抵抗解除 
 

リモコンモアーを牽引する際、リモコンモア

ーは油圧モータの抵抗により、タイヤにブレ

ーキがかかっている状態になります。 

無理に引っ張るとタイヤの摩耗または駆動系

部品の故障につながる恐れがあります。 

リモコンモアーの被牽引時には油圧モ

ータの抵抗を解除します。 

バルブ側面のレバー（２箇所）を複動⇒

単動に切り替えます。 

牽引作業終了後、必ずバルブ側面のレバ

ー（２箇所）を単動⇒複動に切り替えて

油圧回路を接続してください。守らないと、自

走できないまたは自重で勝手に走行するおそ

れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
リモコンモアーを斜面にて牽引する際は、輪

止めまたは牽引ロープを張った後にレバー

を切り替えてください。 

リモコンモアーが自重で斜面に落ちていく

おそれがあります。 
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９． 始業前点検・保守整備一覧表 

 

 
● 点検をおこなうときはリモコンモアーを平らな場所に置き、エンジンを停止

してから始めてください。 

● リモコンモアーを安全に使用し、かつ長持ちさせるため、下記に従い始業前点

検を実施してください。 

【守らないと】死傷事故につながるおそれがあります。 
 
● 皆様に機械を長くご愛用していただくために、また作業をスムーズにすすめるた

め、下記の点検を心がけてください。 
● グリスはリチウムグリス ＪＩＳ分類番号２号相当品をご使用ください。 
● Ｖベルトのひび割れ・ナイフ刃の欠損など、使用部品の損傷がございましたら、

ただちに良品に交換してください。 
● ベアリング使用部分は、手で回して異常音・引っかかり・ガタ等がないか始業点

検してください。 

異常があれば良品と交換してください。 
 

点 検 項 目 処   置 点検時間 

● 各部のボルト・ナットのゆ

るみ（目視） 

● カバー固定ボルトのゆるみ 

● 刈り刃ボルトのゆるみ 

目視でゆるんでいたら増締めする。（バネ座金が取

付部から浮いている場合） 

ゆるみが多発する場合は、ボルト・ナット・バネ座

金を交換する。 

（１０．適正締付トルク表） 

始業点検 

（使用前） 

回転部のグリスの確認 グリスアップする｡ 

油圧作動油の油量確認 

適正量まで補給する。 

茶色く変色し劣化がひどい場合は油を交換する。 

油圧作動油は、ＩＳＯ ＶＧ４６相当のものを使用。 

（満タン２２リットル） 

エンジンオイルの油量確認 
適正量まで補給する。 

汚れがひどい場合は油を交換する。 

（エンジンの取扱説明書参照のこと） 

ホースの劣化確認 
ホースにひび・割れ等の劣化があれば交換する。 

ホースは２年毎に交換する。 

ホース表面のキズ キズがある場合、至急交換する。 

その他、破損箇所の有無 破損箇所があれば修理または交換する。 

ホース・油圧部品からの油もれ 増締めする。またはパッキンを交換する。 

オイルクーラの汚れ 
防塵網や冷却エレメントに付着したごみ、ほこり

がひどければ清掃する。 

エアクリーナエレメントの汚

れ 
汚れがひどければ清掃・洗浄または交換する。（エ

ンジンの取扱説明書参照のこと） 

刈刃クラッチは「回転」 「停止」

ともに確実に作動しているか 

異常があれば調整する 

（１１-１．モアーベルトの調整） 
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点 検 項 目 処   置 点検時間 

ベルトの張り具合と磨耗・損傷

の有無 
異常があれば調整する。 

始業点検 

（使用前） 

● 燃料の油量 

● 燃料もれの有無 

不足であれば補給する。 

（無鉛ガソリン 満タン６．１リットル） 

※ ただし、傾斜地で作業する場合、給油量を少な

く調整してください。 

燃料タンクのキャップが確実

に装着されているか 
確実に装着する。 

全ての安全カバー類が装着さ

れているか 
確実に装着する。 

刈り刃の刃こぼれ・磨耗 
異常があれば交換する。 

（１１-３．刈り刃の交換） 

バッテリの端子は汚れていな

いか 
汚れていれば清掃する。 

各部のボルト・ナットのゆるみ 

増締めする。 

ゆるみが多発する場合は、ボルト・ナット・バネ座

金を交換する。 

（１０．適正締付トルク表） 

① 初回 

５時間 

使用後 

② その後 

５０時間 

使用毎 

チェーンのゆるみ 
張りを調整する。 

（１１-５．チェーンの調整） 

Ｖベルトのゆるみ 

張りを調整する。 

磨耗のひどい場合はベルトを交換する。 

（１１-１．モアーベルトの調整，１１-２．モアーベル

トの交換） 

回転軸等の磨耗 磨耗がひどければ交換する 
５０時間 

使用毎 

エンジンオイルの汚れ確認 
エンジンオイルを交換する。 

（エンジンの取扱説明書参照のこと） 
１００時間 

使用毎 燃料ろ過カップの汚れ 
汚れがひどければ清掃・洗浄または交換する。 

（エンジンの取扱説明書参照のこと） 

燃料タンク内 沈殿物 水の混入、沈殿物等あれば清掃する。 

油圧作動油の汚れ確認 
オイルフィルターおよび油圧作動油を交換する。 

ＩＳＯ ＶＧ４６相当のものを使用。 

（満タン２２リットル，１１-７-４．油圧作動油の交換） 

２００時間 

使用毎 
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１０． 適正締付トルク表 

 
１．組付・点検・修理などをおこなう場合、ボルト・ナットは規定の締付トルクで締付けてください。 

〔下表／単位は上段：Ｎ･ｍ（下段：kgf･ｍ）〕 

 
● ボルトの材質は、ボルトの頭に打刻してある数字で見分けます。 
● 締付ける前に必ず打刻数字を確認し、下表に従って締付けをおこなってください。 
● 組付面や組付けのボルト・ナット・座金には油をつけないでください。 

呼び

径 

４Ｔ，４.６，４.８ ７Ｔ，８Ｔ，８.８ １１Ｔ，１０.９ 

並目ネジ 細目ネジ 並目ネジ 細目ネジ 並目ネジ 細目ネジ 

Ｍ５ 
2.8～4.0 

(0.29～0.41) 

----------- 

----------- 

4.9～6.9 

(0.5～0.7) 

----------- 

----------- 

6.7～9.4 

(0.68～0.96) 

----------- 

----------- 

Ｍ６ 
4.6～6.9 

(0.5～0.7) 

----------- 

----------- 

8.3～11.3 

(0.85～1.15) 

----------- 

----------- 

11.8～15.7 

(1.2～1.6) 

----------- 

----------- 

Ｍ８ 
12.8～16.7 

(1.3～1.7) 

----------- 

----------- 

22.6～28.4 

(2.3～2.9) 

----------- 

----------- 

28.4～36.3 

(2.9～3.7) 

----------- 

----------- 

Ｍ10 
25.5～33.4 

(2.6～3.4) 

39.2～45.1 

(4.0～4.6) 

44.1～55.9 

(4.5～5.7) 

48.1～55.9 

(4.9～5.7) 

54.0～69.7 

(5.5～7.1) 

60.8～70.6 

(6.2～7.2) 

Ｍ12 
37.3～47.1 

(3.8～4.8) 

62.8～72.6 

(6.4～7.4) 

65.7～83.4 

(6.7～8.5) 

77.5～90.2 

(7.9～9.2) 

92.2～116 

(9.4～11.8) 

103～118 

(10.5～12.0) 

Ｍ14 
62.8～80.4 

(6.4～8.2) 

108～126 

(11.0～12.8) 

104～132 

(10.6～13.4) 

124～147 

(12.6～15.0) 

139～175 

(14.2～17.8) 

167～196 

(17.0～20.0) 

Ｍ16 
86.3～110 

(8.8～11.2) 

167～191 

(17.0～19.5) 

149～184 

(15.2～18.8) 

196～226 

(20.0～23.0) 

206～226 

(21.0～26.0) 

260～304 

(26.5～31.0) 

Ｍ18 
114～141 

(11.6～14.4) 

245～284 

(25.0～29.0) 

196～235 

(20.0～24.0) 

275～319 

(28.0～32.5) 

275～334 

(28.0～34.0) 

343～402 

(35.0～41.0) 

Ｍ20 
144～180 

(14.7～18.3) 

333～392 

(34.0～40.0) 

240～289 

(24.5～29.5) 

368～432 

(37.5～40.0) 

363～442 

(37.0～45.0) 

490～569 

(50.0～58.0) 

Ｍ22 
200～220 

(20.4～22.4) 

----------- 

----------- 
----------- 

----------- 
----------- 

----------- 
----------- 

----------- 
----------- 

----------- 
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２．管用ネジやホース先端金具（ユニオン部）は、全長 175mm 程度のスパナ・モンキーを 
使用して規定の締付トルクで締付けてください。（下表） 

 

 締め過ぎますとネジがつぶれ、油もれの原因となります。 

 
① 管用テーパネジの場合 

サイズ 
締付トルク 

N･m kgf･m 

ＮＰＴＦ １/１６ 4.9～9.8 （0.5～1.0） 

Ｒ １/８ 9.8～14.7 （1.0～1.5） 

Ｒ １/４ 29.4～39.2 （3.0～4.0） 

Ｒ ３/８ 49.1～58.9 （5.0～6.0） 

Ｒ １/２ 58.9～78.5 （6.0～8.0） 

Ｒ ３/４ 98.1～118 （10.0～12.0） 

Ｒ １ 118～137 （12.0～14.0） 

Ｒ １・１/４ 196～235.2 （20.0～24.0） 

 
 

② 管用平行ネジの場合 

サイズ 
締付トルク 

N･m kgf･m 

Ｇ １/８ 9.8～14.7 （1.0～1.5） 

Ｇ １/４ 24.5～39.2 （2.5～4.0） 

Ｇ ３/８ 49.1～58.9 （5.0～6.0） 

Ｇ １/２ 58.9～78.5 （6.0～8.0） 

Ｇ ３/４ 98.1～118 （10.0～12.0） 

Ｇ １ 118～137 （12.0～14.0） 

 

 ホース先端金具（ユニオン部）の締付トルクも上表と同じです。 
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１１． 各部の調整・交換要領 

 

１１-１． モアーベルトの調整 
 

 
●エンジンを停止し、刈り刃の回転が完全に停止してから作業すること。 

●革手袋をはめ、直接素手で刈り刃を握らない。 

【守らないと】傷害事故となるおそれがあります。 

 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

 

 

(２) 刈り刃の回転が停止したことを確認。 

 

 

 

 

 

(４) ベルトカバーＡを取りはずす。 

（ボルト４本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) クラッチアッシの内、クラッチレバーとク

ラッチリンク１をつなぐボルトを取りは

ずす。 

 

 

 

 

(６) クラッチリンク１を回してベルトの張り

を調整する。 

右回りに回転させる（締め込む） 

⇒ ベルトが張る 

左周りに回転させる（ゆるめる） 

⇒ ベルトがゆるむ 
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(７) クラッチリンク１をクラッチレバーに

(５)で取りはずしたボルトでつなぐ。 

 

［締付トルク：４８.１～５５.９ Ｎ･ｍ 

（４９０～５７０ kgf･㎝）］ 
 

 

 

 

 

 

 

(８) リモコンモアーのエンジンを始動し、刈刃

クラッチを「入」にする。 

ベルトがゆるんでブレていないか確認す

る。 

 

 

 

 

(９) リモコンモアーのエンジンを停止する。 

 

 

 

 

(10) ベルトカバーＡを元通り組付ける。 

（ボルト：Ｍ８×１６ ４本） 
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１１-２． モアーベルトの交換 
 

 
エンジンを停止し、刈り刃の回転が完全に停止してから作業する。 

【守らないと】傷害事故となるおそれがあります。 

 

 
ベルト交換後、刈り刃を手でゆっくり回し、左右の刃どうしが干渉しないか確認してください。 

【守らないと】刈り刃の破損につながります。 

 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

 

 

(２) 刈り刃の回転が停止したことを確認。 

 

 

 

 

 

(３) ベルトカバーＡ，Ｂ，Ｃを取りはずす。 

（Ｍ８ボルト：８本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) クラッチアッシを取りはずす。 

クラッチシリンダの電気コネクタもはず

しておいてください。 

（Ｍ１２ボルト：２本） 
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(５) ギヤボックスプーリカバー，エンジンプー

リカバーを取りはずす。 

（Ｍ１０ボルト：４本） 

 

 

 

(６) ベルトを交換する。（２本） 

 

 

 

 

(７) (３)～(５)の逆の手順で元通り組付けま

す。 

ギヤボックスプーリカバー，エンジンプー

リカバーを組付ける。 

（ボルト：Ｍ１０×３０ ４本） 

 

 

 

 

 

(８) クラッチアッシを組付ける。 

クラッチシリンダの電気コネクタもつな

いでください。 

（ボルト：Ｍ１２×３０ ２本） 

 

 

 

 

 

 

 

(９) ベルトカバーＡ，Ｂ，Ｃを組付ける。 

（ボルト：Ｍ８×１６ ８本） 
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１１-３． 刈り刃の交換 
 

 
●エンジンを停止し、刈り刃の回転が完全に停止してから作業すること。 

●革手袋をはめ、直接素手で刈り刃を握らない。 

【守らないと】傷害事故となるおそれがあります。 

 

 
刈り刃交換後、刈り刃を手でゆっくり回し、左右の刃どうしが干渉しないか 

確認してください。 

【守らないと】刈り刃の破損につながります。 

 

［点検］ 

刈り刃が下図の状態になっていたら部品を交換してください。 

下図の状態で使用していると振動が発生し、モアーの寿命が短くなります。 

新  品 交  換 

ナイフ刃 折損 欠損 曲がり 摩耗 

 

【作業準備】 
刈り刃の交換は、車体前側をクレーン等で吊り上

げるか歩み板を使用すると交換作業を比較的容

易にできます。 

 

 
● クレーン等で吊り上げた場合、落下しな

いよう下からウマで支えてから作業する。 

● 歩み板を使用する場合、リモコンモアー

が斜面を下りないよう輪止めをしてくだ

さい。 

【守らないと】 

傷害事故となるおそれがあります。 
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(１) 特殊ボルトにＭ１０平座金→刈り刃→ナイ

フプレート→刈り刃→Ｍ８平座金→Ｍ８ナ

ットの順に仮組付けする。 

 

 

 

 

 

(２) 特殊ボルトとＭ８ナットを締付ける。 

トルク： ２２．６～２８．４ Ｎ･ｍ 

 ［２３０～２９０ kg･㎝］ 

 

 

 

 

 

(３) もう１つのＭ８ナットを特殊ボルトに組付

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｍ８ナット

Ｍ８ナット
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(４) Ｍ８ナットどうしを締付ける。 

トルク： ２２．６～２８．４ Ｎ･ｍ 

 ［２３０～２９０ kg･㎝］ 

 

 

 

 

 

 

(５) 特殊ボルトの穴に割りピンを通し、先端を

割る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

割りピン
先に締付けた 

ナットを固定し 

て締付ける 

Ｍ８ナット

割りピン

割りピンの割り方 
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１１-４． 強力ピンの交換 
 

 
エンジンを停止し、刈り刃の回転が完全に停

止してから作業すること。 

【守らないと】 

傷害事故となるおそれがあります。 

 

 
刈り刃交換後、刈り刃を手でゆっくり回し、

左右の刃どうしが干渉しないか確認してく

ださい。 

【守らないと】 

刈り刃の破損につながります。 

 

 
刈り刃が岩や杭などにより、一定の負荷がか

かると強力ピンが折れ、刈り刃やその他機械

部品保護の安全装置としての役割をします。 

しかし、強力ピンは安全の目安ですので、使

用方法衝撃のかかり方によっては その他の

機械部品が破損することがあります。 

 

 

 

 

１１-４-１． ジョイント側 強力ピンの交換 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

(２) 刈り刃の回転が停止したことを確認。 

 

 

 

(３) シャフトカバーＡを取りはずす。 

（ボルト１本，ナット１個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シャフトカバーＡ
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(４) ジョイントのＣ形止め輪を横へずらす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 本機付属のピンポンチを使用して、折れた

強力ピンを抜き取る。（ピン径φ６．５） 

 

 

 

 

(６) 刈り刃が９０度となる状態にし、同箇所に強

力ピンを打ち込む。 

 

 
● 強力ピンは面取りの大きい端面を下にし

て打ち込んでください。 

● 強力ピンはシャフトの両端へ均等にかか

るよう打ち込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ポンチが打ちにくい場合、本機付属の延長バ

ーを使用してください。 
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(７) 強力ピンはジョイントのヨーク本体へ均

等にかかるようセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８) Ｃ形止め輪を元通り組付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９) シャフトカバーＡを元通り組付ける。 

（ボルト１本，ナット１個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シャフトカバーＡ
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１１-４-２． プーリ側 強力ピンの交換 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

(２) 刈り刃の回転が停止したことを確認。 

 

 

 

(３) ベルトカバーＡを取りはずす。 

（ボルト４本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) クラッチアッシを取りはずす。 

（ボルト３本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) プーリアダプタのＣ形止め輪を取りはず

す。 
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(６) 本機付属のピンポンチを使用して、折れた

強力ピンを抜き取る。（ピン径φ６．５） 

 

 

 

 

(７) 同箇所に強力ピンを打ち込む。 

 

 
● 強力ピンは面取りの大きい端面を下にし

て打ち込んでください。 

● 強力ピンはシャフトの両端へ均等にかか

るよう打ち込んでください。 

 

 

 

 

(８) 強力ピンはプーリアダプタへ均等にかか

るようセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９) Ｃ形止め輪をプーリアダプタへ元通り組

付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) (３)(４)で取りはずしたクラッチアッシ

およびベルトカバーＡを元通り組付ける。 

（ボルト：Ｍ８×１６ ５本，Ｍ１２×３０ ２本） 
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１１-５． チェーンの調整 
 

 
エンジンを停止してから作業すること。 

【守らないと】 

傷害事故となるおそれがあります。 

 

 

１１-５-１． フロントタイヤ側 チェーンの調整 

 

 
本手順は右側で説明しています。 

左側も同様の手順で調整してください。 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

(２) チェーンカバー右前上およびチェーンカ

バー前中を取りはずす。 

（ボルト８本） 
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(３) ボルト（★印、４本）をゆるめる。 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 押しボルトを締め込み（緩め）チェーンの

張りを調整する。 

 

たわみ量：０.５～１㎝程度 
 

 

 

 

 

(５) (３)でゆるめたボルト（★印、４本）を締

め込む。 

 

 

 

 

 

(６) (２)で取りはずしたチェーンカバー右前

上およびチェーンカバー前中を元通り組

付ける。 

（チェーンカバー前中：Ｍ８×１６ ４本，チ

ェーンカバー前上：Ｍ８×２０ ４本） 
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１１-５-２． リヤタイヤ側 チェーンの調整 

 

 
本手順は右側で説明しています。 

左側も同様の手順で調整してください。 

 

(１) エンジン停止。 

 

 

 

(２) チェーンカバー右後上を取りはずす。 

（ボルト４本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ボルト（★印、４本）をゆるめる。 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 前後の押しボルトを締め込み（緩め）チェ

ーンの張りを調整する。 

 

たわみ量：１～２㎝程度 
 

 

 

 

 

(５) (３)でゆるめたボルト（★印、４本）を締

め込む。 
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(６) (２)で取りはずしたチェーンカバー右後

上を元通り組付ける。 

（ボルト：Ｍ８×１００ ２本， Ｍ８×１６ ２本） 
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１１-６． タイヤの空気圧 
 

 
タイヤは必ず指定の空気圧で使用してくだ

さい 

【守らないと】 

異常磨耗や損傷のおそれがあります。 

 

 

タイヤ 空気圧 

１６×８．０－７ 
５０ ｋＰａ 

［０．５ ｋｇｆ／㎠］ 

 

 

(１) リモコンモアーを水平な場所に置く。 

 

 

(２) エンジン停止。 

 

 

(３) バルブキャップを取りはずす。 

 

 

(４) タイヤの空気圧を測定し、指定の空気圧に

調整する。（６本とも） 

 

 

(５) バルブキャップを元通り組付ける。 

 

 
タイヤがひんぱんにパンクするような場所

で使用する場合、タイヤにパンク防止剤（別

売）を注入してください。 
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１１-７． 燃料・その他油脂類について 
 

１１-７-１． 燃料の補給 
 

 
火気厳禁 

● 給油時は必ずエンジンを停止 

● くわえタバコで燃料を補給しない 

● たき火など火のそばで作業しない 

● 燃料がこぼれたらきれいにふき取る 

【守らないと】 

火災・引火爆発を引き起こし死傷するおそれ

があります。 

 

 

① 燃料は無鉛ガソリンを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 燃料タンク内に水・ゴミ等が入らないよう注

意してください。 

 

 

 

 

③ 補給完了後、給油口のキャップを確実に締め

てください。（再確認すること） 
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１１-７-２． 回動部への給脂 
 
回動部への給脂箇所は下図 印のとおりです。

（計６箇所） 
グリスはリチウムグリスＪＩＳ分類番号２号

相当品を使用してください。 
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１１-７-３． 油圧作動油の給油 
 
油圧作動油は、ホームセンター等で市販のオイル

粘度 ＩＳＯ ＶＧ４６ 相当のものを使用してくださ

い。 

 

① 水平な場所にリモコンモアーを移動し、エン

ジンを停止する。 

 

 

 

 

② 給油口のキャップをはずし、検油窓で油面が

確認できるまで給油口より給油する。 

（油がこぼれないよう、注意してください） 

 

 

 

 

 

③ 給油口のキャップを元通り取付ける。 
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１１-７-４． 油圧作動油の交換 
 

 
● 廃油は必ず油受け等に取り、たれ流した

りしないでください。公害の元となりま

す。 

● 廃油内に鉄粉等が混入している場合は、

ギヤの磨耗などポンプ破損の前兆であり、

分解検査が必要です。 

お買い上げいただいた販売店にご相談く

ださい。 

● 機械にとって潤滑油は人の血液にも相当

すす大切なものです。給油をおろそかに

すると機械が円滑に動作しないばかりか、

故障の原因となり寿命を短くします。常

に点検し、早めに補給または交換してく

ださい。 

● 給油中は、ゴミ・水等が入らないよう十分

注意しておこなってください。 

 

 
油圧作動油は、ホームセンター等で市販のオイル

粘度 ＩＳＯ ＶＧ４６ 相当のものを使用してくださ

い。 

 

① 水平な場所にリモコンモアーを移動し、エン

ジンを停止する。 

 

 

 

② 油圧ポンプからサクションホースを取りは

ずす。（下側のホース） 

この時、油が漏れます。 

ポンプ側継手とサクションホース先端にプ

ラグ（リモコンモアー付属品）をそれぞれ組

付けてください。 
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③ サクションホース先端をリモコンモアー左

後方に引き出し、サクションホース先端に油

受けを準備する。 

（廃油は約２２リットル排出されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 作動油タンク上部の給油口キャップを取り

はずす。 

 

 

 

⑤ サクションホース先端のプラグを取りはず

し、廃油を排出する。 

 

 

 

⑥ 油が出なくなったらサクションホースを油

圧ポンプまで取りまわす。 

 

 

 

⑦ 油圧ポンプのプラグを取りはずし、サクショ

ンホースを元通り油圧ポンプにつなぐ。 
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⑧ 検油窓で油面が確認できるまで給油口より

給油する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給油目安：２２Ｌ 

（ＩＳＯ粘度等級４６相当） 
 

 

 

⑨ 給油口のキャップを元通り取付ける。 
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１１-７-５． エンジンオイルの点検 
 
エンジンオイルは、Ｈｏｎｄａ純正ウルトラＵ汎用

（ＳＡＥ１０Ｗ-３０）またはＡＰＩ分類ＳＥ等級以上の

ＳＡＥ１０Ｗ-３０オイルを使用してください。 

 

① 水平な場所にリモコンモアーを移動し、エン

ジンを停止する。 

 

 

 

 

② オイル給油口のキャップをはずし、オイル給

油口の口元までオイルがあることを確認す

る。少ない時は補給してください。 

（汚れや変色が著しい場合は交換してくだ

さい「１１-７-６．エンジンオイルの交換」） 

 

 

 

 

 
オイル給油口は２箇所あります。点検しやす

い方を使用してください。 

 
 

 

 

 

③ オイル給油口のキャップを元通り取付ける。 
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１１-７-６． エンジオイルの交換 
 

 
● 廃油は必ず油受け等に取り、たれ流した

りしないでください。公害の元となりま

す。 

● 廃油内に鉄粉等が混入している場合は、

ギヤの磨耗などポンプ破損の前兆であり、

分解検査が必要です。 

お買い上げいただいた販売店にご相談く

ださい。 

● 機械にとって潤滑油は人の血液にも相当

すす大切なものです。給油をおろそかに

すると機械が円滑に動作しないばかりか、

故障の原因となり寿命を短くします。常

に点検し、早めに補給または交換してく

ださい。 

● 給油中は、ゴミ・水等が入らないよう十分

注意しておこなってください。 

 

 
エンジン停止直後はエンジン本体の温

度や油温が高くなっています。 

十分に冷えてからオイル交換をおこな

ってください。 
 

 

 

 

 
エンジンオイルは、Ｈｏｎｄａ純正ウルトラＵ汎用

（ＳＡＥ１０Ｗ-３０）またはＡＰＩ分類ＳＥ等級以上の

ＳＡＥ１０Ｗ-３０オイルを使用してください。 

 

 

① 水平な場所にリモコンモアーを移動し、エン

ジンを停止する。 

 

 

 

 

② タンクアッシ右側面、ドレンホースステーを

タンクアッシから取りはずす。（ボルト１本） 
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③ ドレンホース先端をリヤタイヤフレーム右

とフレームの間を通し、リモコンモアー下に

引き出す。 

 

 

 

 

④ ドレンホース先端に油受けを準備する。（廃

油は約１．１Ｌ排出されます） 

 

 

 

 

⑤ ドレンホース先端のドレンホースステーを

取りはずし、エンジンオイルを排出する。 

 

 

 

 

⑥ 油が出なくなったらドレンホース先端にド

レンホースステーを組み戻す。 

 

 

 

 

⑦ ドレンホースステーを元通りタンクアッシ

右側面に組み戻す。（ボルト１本） 
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⑧ オイル給油口のキャップをはずし、新しいエ

ンジンオイルをオイル給油口の口元まで注

入する。 

 

 

 

 

 

 

 
オイル給油口は２箇所あります。エンジンオ

イルを注入しやすい方を使用してください。 

 
 

 

 

 

⑨ オイル給油口のキャップを元通り取付ける。 
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１２． 作業後のメンテナンス 

 

１２-１． エンジンの清掃 
 

 
サビ、ゴミつまりの原因となるので水で流さ

ない。 

 

エンジン下のカバーを取りはずして清掃

する。 

清掃後はカバーを元通り組付けてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２-２． オイルクーラの清掃 
 

オイルクーラの防塵網や冷却エレメント

を圧縮空気で清掃する。 
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１３． 長期保管 

 

 
● 火気のある場所に保管しない。火災のおそれがあります。 

● エンジンや本体側コントローラの水洗いはしない。 

故障や錆のおそれがあります。 

● バッテリーは使用していなくても放電してしまいます。 

 

 

① 各部を清掃した後、機械の全注油、給脂箇所に

注油・給脂をする。 

 

② 燃料タンクの燃料を抜き取る。 

 

③ エンジンオイルは新しいオイルと交換する。 

 

④ エアークリーナは、エレメントを取りはずし

清掃後、再度取付ける。 

 

⑤ オイルクーラを清掃する。 

 

⑥ 保管場所に移動後、バッテリのアースケーブ

ル（－）をはずすか、バッテリを取りはずす。 

また、１ヶ月に１回程度エンジンを始動して

本機を動かし、エンジン・油圧系に潤滑油が行

き渡るようにするとともに補充電をしてくだ

さい。 

 

⑦ 各部を清掃し、湿気・ほこりの少ない所に格納

する。 

 

⑧ エンジンが冷えてからシートをかぶせる。 

 

 
寒冷地では、使用後必ず本機に付着した泥や

異物を取り除いて、コンクリートや固い乾い

た路面、または角材の上に駐車してください。

付着物が凍結して故障の原因となります。 

また、凍結して運転不可能になった場合には

無理に動かそうとせずに凍結箇所をお湯で

溶かすか、凍結が溶けるまで待ってください。 

（無理に動かした場合の事故については責

任を負いかねますので特にご注意ください） 
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１４． クレーン等による吊り上げ 

 

 
● 吊り上げたリモコンモアーの下に入らな

い。 

● クレーン操作・玉掛けには資格が必要で

す。資格取得されていない場合、作業をお

こなわない。 

● 吊り上げに使用するロープ・チェーンは

リモコンモアーの重量に対して十分強度

のあるものを使用する。 

● 吊り上げる時は重心位置およびバランス

に注意する。 

【守らないと】 

落下して傷害を負うおそれがあります。 

 

 

 

(１) パイプガードの吊り上げ位置にロープま

たはチェーンをかけ、吊り上げる。 
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１５． 消耗部品 

 

品 名 品 番， 型 式 交換の目安 

エンジンオイル 
１０Ｗ－３０ 

１．１ Ｌ 

６か月または 

１００時間毎 

作動油 
ＩＳＯ粘度, ４６等級相当 

２２ Ｌ 
２００時間毎 

Ｖベルト 

（刈り刃用） 

Ａ３１５２００１７０（／１本） 

ＬＢ３５, ２本／１台 
破損時 

Ｖベルト 

（油圧ポンプ用） 

Ａ３１５２０００４０（／１本） 

ＳＢ４２, １本／１台 
破損時 

ナイフ刃セットＳ 
Ｔ３９０３０５２０－１（／１セット） 

ＡＪＫ６００, １セット／１台 
磨耗・破損時 

ナイフプレートＳ 
Ｔ３９０４２４３Ｂ－１（／１個） 

ＡＪＫ７００, ２個／１台 
磨耗・破損時 

強力ピン 
８８－１９８３－６３６－００（／１個） 

φ６．５， ５個／１台 
破損時 

チェーン 
Ａ３００１１０１３０（／１本） 

４０ＮＬ, ２本／１台, 油圧モータ⇔前輪 
５００時間毎 

チェーン 
Ａ３００１１０１４０（／１本） 

４０ＮＬ, ２本／１台, 油圧モータ⇔中輪 
５００時間毎 

チェーン 
Ａ３００１１０１５０（／１本） 

４０ＮＬ, ２本／１台, 油圧モータ⇔後輪 
５００時間毎 

ジョイントリンク 
Ａ３００１１００８０（１個） 

ＫＣＭ４０ＮＬ－ＪＬ, ジョイントリンク・クリップ 
チェーン交換時 

ジョイントリンク 
Ａ３００１１０１２０（１個） 

ＲＳ４０－１－ＦＪＬ, プレート 
チェーン交換時 

バッテリー 
Ａ３１００５０４１０（／１個） 

ＹＴＸ１４－ＢＳ, １個／１台 
破損時 

フラッパ 
Ｔ３９０４３９１０－１（／１枚） 

ＡＪＫ７００, ２枚／１台 
破損時 

タイヤ 
Ａ３０００５０１２０（／１本） 

ＡＴ１６×８．０-７, ６本／１台 
磨耗時 
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品 名 品 番， 型 式 交換の目安 

ヒューズ 

２０Ａ（１個：電源通信ハーネス内ヒューズ） 

３０Ａ（１個：レギュレータハーネス内スローブローヒ

ューズ） 

 

破損時 

 

 エンジン関連の詳細についてはエンジンの取扱説明書を参照してください。 
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１６． トラブルシューティング 

 

万一リモコンモアーの調子がおかしい・具合が悪い・などの場合には、次ページにより点検し、 
適切な処置をしてください。 
 

 点検をおこなう前に 

 

 
● リモコンモアーのエンジンを停止する。 
● エンジンをかけて点検・修理する必要がある場合、 

リモコンモアーの走行・作業範囲内に入らない。 
● リモコンモアーの下に入らない。 
【守らないと】 
リモコンモアーの下敷きになって、死傷するおそれがあります。 

 

 

 

 

 点検中の注意 

 

● リモコンモアーの型式および機番を確認し、不具合の内容を詳細にメモしてください。 

（後で連絡するときに便利です） 

 

● 作動不良・作動不具合は､大半が配管間違いや配線不良によるものです。 

今一度、取扱説明書をよく読んでいただき十分確認してください。 

 

● 型式により、同じ不具合でも処置が異なる場合もありますので、十分注意・確認してください。 

 

 

 

 

 点検後 

 

● 点検・処置しても①原因がわからない、②正常にならない場合は、本製品お買い上げの 

「販売店」「ＪＡ（農協）」までお問い合わせください。 

 

● 油圧部品、特にバルブ等は精密機械ですので、分解・修理は専門の技術サービスマンに 

お任せください。 

 

  

１ 

２ 

３ 
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１６-１． トラブル現象と対応 
 

現 象 原 因 対 応 

本体側主電源が入らない 

（エラー表示「ホンタイカラノ 

ツウシンイジョウ」） 

バッテリ端子がはずれている バッテリ端子をつなぐ。 

バッテリが放電 バッテリを充電。 

ヒューズが切れている ヒューズを交換。 

油圧部品からの油もれ パッキンの磨耗・劣化 修理に出す。（パッキン交換） 

油圧接続部からの油もれ 接続部がゆるんでいる 増し締めする。 

振動が多い 
刈り刃は欠けていないか（バラ

ンスがくずれている） 
刈り刃を交換。 

走行速度が遅い 

リモコンコントローラの走行速

度を遅くしている 

リモコンコントローラの走行速度を

速くする。 

作動油量が少ない 作動油追加。 

作動油が汚れている 作動油の交換。 

油温が高い ⇒「油温上昇がはげしい」参照 

斜面を登っている 異常ではありません。 

油圧ポンプ効率の低下 油圧ポンプを交換。 

油圧モータ効率の低下 油圧モータを交換。 

直進できない 

（右旋回または左旋回のみ） 

油圧バルブから油圧モータ間

の配管接続間違い 
配管を正しくつなぎ替える。 

コントローラから油圧バルブへ

の配線接続間違い 
配線を正しくつなぎ換える。 

油圧バルブのゴミ詰まり 

エンジン停止し、プッシュピンを数

回押しこむ。 

 
改善されない場合、修理に出す。 

油圧モータの破損 

（回転しない） 
油圧モータの交換。 

油圧バルブが単動になってい

る 

油圧バルブを複動に切り換える。

（２箇所とも） 
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現 象 原 因 対 応 

旋回できない 

チェーンのゆるみ チェーンの張り調整。 

チェーンの断裂 チェーンの交換。 

油圧モータの破損 

（油圧が働かない） 
油圧モータの交換。 

斜面を登れない 

（トルクが小さい） 

斜面の傾斜が急すぎる 
緩やかな斜面を選んで登る。 

斜面を斜めに登る。 

油温が高い ⇒「油温上昇がはげしい」参照 

斜面を登れない 

（トルクが小さい） 

コントローラから油圧バルブへ

の配線接続間違い 
配線を正しくつなぎ換える。 

油圧リリーフ弁の圧力低下 油圧リリーフ弁を交換。 

油圧ポンプ効率の低下 油圧ポンプを交換。 

油圧モータ効率の低下 油圧モータを交換。 

ジョイスティック中立で前また

は後ろに動く 

エンジン停止し、油圧バルブのプ

ッシュピンを数回押し込む（５箇

所とも） 

エンジン始動して再確認。 

正常にならない場合、修理に出して

ください。 

斜面で駐停車すると、ゆっく

りリモコンモアーが下がってく

る 

油圧モータの内部油もれ 

異常ではありません。 

輪止めを使用してください。 

平坦地で駐停車してください。 

走行ができない 

（本体側コントローラのＬＥＤは

点灯） 

油圧バルブが切り換わっていな

い 

エンジン停止し、ソレノイドのプッシュ

ピンを数回押し込む。 

 
エンジン始動し、再確認。 

動かない場合、修理に出してくださ

い。 

チェーンのゆるみ チェーンの張りを調整。 

チェーンの断裂 チェーンの交換。 

コントローラからバルブ間 

配線の断線 

コネクタ接続不良 

断線を修理してください。 

コネクタを接続してください。 

油圧バルブが単動に切り換わっ

っている 

油圧バルブを複動に切り換える。（２

箇所とも） 
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現 象 原 因 対 応 

油温の上昇がはげしい 

オイルクーラの目詰まり オイルクーラの清掃。 

エンジンカバーの目詰まり エンジン清掃。 

オイルクーラのファンが回って

いない（断線もしくはオイルクー

ラの破損） 

断線を修理。 

またはオイルクーラを交換。 

作動油が少ない 作動油を追加。 

エンストする 

燃料が少ない 燃料を給油。 

刈り刃に草が絡まっている 絡んだ草を取りのぞく。 

燃料ホースにエアーが入ってい

る 

エンジンの燃料ドレンプラグをゆる

め、エアーを抜く。 

モアーを動かすと「ギー」と音

がする 

ギヤボックス内のグリスが切れ

ている 

ギヤボックス内にグリス塗布。 

（リチウム系グリス 約３０ｃｃ） 

刈り刃が回転しない 

強力ピン破損 強力ピンを交換。 

刈り刃に何かが絡んでいる 絡んでいるものを取りのぞく。 

Ｖベルトがゆるんでいる Ｖベルトの張り調整。 

刈り刃クラッチを「切」にして

も刈り刃が回転したまま。 

刈り刃の回転が停止しない。 

Ｖベルトの調整不良 

（とも回りしている） 

クラッチアッシを調整。 

ベルト押さえを調整。 

刈られていない部分がある 

刈り刃が曲がっている 

刈り刃が折れている 
刈り刃の交換。 

刈り刃の磨耗 刈り刃の交換。 

左右の刈り刃どうしが当たる 強力ピンが折れている 強力ピンを交換。 

チェーン部から異音がする チェーンのたるみ チェーンの張りを調整。 

刈り高さが低くなる 

刈り高さ調整シリンダが保持

しない 

シリンダパッキンの摩耗 

シリンダパッキンのゴミ嚙み 

シリンダの分解清掃。 

シリンダパッキンの交換。 

シリンダチェック弁の故障 

シリンダチェック弁のゴミ嚙み 

シリンダチェック弁の交換。 

シリンダチェック弁の清掃。 
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１６-２． 電気配線図 
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１６-３． 油圧回路図 
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１６-４． リモコンコントローラの異常表示 
 

１７-２． 表を参照 
 

 

 

 

 

 

１６-５． 走行ができない場合 
 

(１) 異常ブザー・異常表示が出ている場合、原

因の調査確認をする。 

 

 

 

 

(２) 油圧バルブが複動（２箇所とも）になって

いるか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

(３) チェーンカバーをはずし、チェーンがたる

んでいないか・切れていないかを確認する。 

 

 

 

 

(４) 本体側コントローラから油圧バルブへ信

号が出力されているか確認する。 

 

ａ） 本体側コントローラをタンクアッシか

ら取りはずす。（ボルト４箇所） 

 

 

 

ｂ） 本体側コントローラのケースを開ける。

（コントローラ左右、ボルト２箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

  

油圧解除レバー 

油圧解除レバー 

本体側コントローラ
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ｄ）本体側コントローラ、リモコンコントロ

ーラの電源を「ＯＮ」にする。（この時、

エンジンの始動はしないでください） 

 

 

 

ｅ）リモコンコントローラで走行操作をし、

本体側コントローラのＬＥＤが点灯・消

灯することを確認します。 

 

⇒ 正常に点灯している場合は油圧側に問

題があります。 

 

 

 

 

操作 ８ ７ ４ ３ ２ １ ５ ６ 

電源ＯＮ       点灯  

電源ＯＮ       点滅※  

前進   点灯  点灯  点灯  

後進    点灯  点灯 点灯  

その場旋回 

時計方向 
   点灯 点灯  点灯  

その場旋回 

反時計方向 
  点灯  点灯  点灯  

※ ＬＥＤが点滅している場合、本機のエラーを検出しています。 

（リモコンコントローラとの通信異常，断線，エンジン異常，オイルアラート等） 

 

 

 

ｆ）確認後は本体側コントローラを元通り組

付けてください。 

 

 

 

 

(５) リモコンコントローラからの出力がされ

ているか確認する。 

 

ａ）リモコンコントローラの電源を「ＯＮ」

にし、メンテナンスモードを開く。 

（１７-１．液晶画面表示一覧） 

レバー操作に合わせ、値が変化するか確

認する。 

 

⇒ 変化しない場合、リモコンコントローラ

に問題があります。 
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【ＭＥＭＯ】 
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１７． 付表 
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１７-１． 液晶画面表示一覧 

    
→ 

←  

 

本体コントローラとの通信ペアリングを変更します。 

で数値変更。基準は０。 （範囲０～１０） 

   ↑   ↓    

    
→ 

←  

 

ジョイスティック角度に対する出力を補正します。 

で数値変更。基準は１００。 （範囲０～２００） 

   ↑   ↓    

    
→ 

←  

 

ジョイスティック左右方向の中心を補正します。 

で数値変更。基準は１００。 （範囲０～２００） 

   ↑   ↓    

    
→ 

←  

 

ジョイスティック上下方向の中心を補正します。 

で数値を変更。 

基準は１００。 （範囲０～２００） 

   ↑   ↓    

    
→ 

←  

 

レバー操作からタイヤが回転し始めるまでの時間を設定します。（「8-７．傾斜地走行時」参照） 

坂道・斜面では動き始めをゆっくりすることで 

タイヤの空転が少なくなり、挙動が安定します。 

で数値変更。基準は８。 （範囲１～１０） 

 ↑   ↓  ↑   ↓    

  
→ 

←  

 
→ 

←  

 

レバーから手を離した際の減速時間を設定します。（「8-７．傾斜地走行時」参照） 

坂道・斜面ではゆっくり停止することで後輪の浮き上がりを防ぎ、挙動を安定させます。 

で数値変更。基準は６０。 （範囲０～１００） 

 ↑   ↓      
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エンジンスイッチの状態を示します。 

セル始動：１２８，リコイル：３２，ＳＴＯＰ：０。 

   ↑   ↓    

      

エンジン回転数ボリュームの現在の値を示します。 

走行速度規制ボリュームの現在の値を示します。 

数値は 大で 3500 以上。 

刈り高さスイッチのＯＮ/ＯＦＦを示します。 ＯＮ：２５６，ＯＦＦ：０。 

刈刃クラッチスイッチのＯＮ/ＯＦＦを示します。 ＯＮ：５１２，ＯＦＦ：０。 

   ↑   ↓    

  
→ 

←  

   

前後ジョイスティック補正後の値を示します。 

左右ジョイスティック補正後の値を示します 

前後補正値を示します。 中心 100 

左右補正値を示します。 中心 100 

 ↑   ↓      

 

      

 ↑   ↓      
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１７-２． リモコンコントローラの異常表示、本体側コントローラのブザー回数と対応 
 

ブザー回数 リモコン異常表示 対 応 原 因  

なし デンチ コウカン シテクダサイ 

電池を交換してください。 

【アルカリ電池 ９Ｖ ６Ｐ型】 

 

 
アルカリ電池 【FUJITSU Premium ６LR６１】 で約

５時間使用が目安になります。 

電池交換を表示されてから約３０分使用可能で

す。 

気温により使用時間が短くなることがあります。 

 
充 電 電 池 （ ニ ッ ケ ル 水 素 , Ｎ ｉ － Ｍ Ｈ ） 

【TOSHIBA IMPULSE ６Ｐ, 充電器ＴＮＨＣ－６２

２ＳＣ】を使用される場合、使用可能時間は短く

なります。 

また、電圧降下が比較的急なので、電池交換の

表示が見えないことがあります。 

なし ゼンゴレバー ショキイジョウ 
ジョイスティックを中立に戻してください。 

 

  

なし サユウレバー ショキイジョウ 
ジョイスティックを中立に戻してください。 

 

  

１回 

オイルレベルイジョウ 

 

①エンジンオイルを追加してください。 

②オイルアラートの配線を確認してください。 

 

 
トラック等で輸送直後、一時的にオイルレベル異

常が表示されることがあります。オイル量確認

後、アイドル運転をおこない、再度確認してくだ

さい。 

  

２回 

ホンタイカラノ ツウシン イジョウ 

 

本体から送信できていない。またはリモコンが受信

できていない。 

下記①～⑤を確認し、本体の無線機能の確認から

おこなってください。 

  

① 本体コントローラ、リモコンコントローラの電源を

ブザーやＬＣＤの表示で確認してください。 本体側ブザーが鳴らない 

ヒューズを交換（１５．消耗部品参照） 

バッテリ端子はずれている 

バッテリ放電 

② アンテナの位置、コントローラケース内のアンテ

ナ線の接続を確認してください。 
アンテナ線断線 アンテナ線を修理してください 

③ 無線番号の設定とディップスイッチの位置を確

認してください。 

ディップスイッチが異なれば合わせる  

（８-８．無線番号設定） 
 

④ 無線番号の設定を変更して動作確認してくださ

い。 
別の無線番号で動けば正常  

⑤ 以上で改善されない場合は、販売店に相談して

ください。（電波環境で使用できない場合もあり

ます） 
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ブザー回数 リモコン異常表示 対 応 原 因  

２回 リモコンカラノ ツウシンイジョウ 

リモコンから送信できていない。または本体が受信で

きていない。 

下記①～⑤を確認し、リモコンの無線機能の確認か

らおこなってください。 

  

① 本体コントローラ、リモコンコントローラの電源をブ

ザーやＬＣＤの表示で確認してください。 
ブザーが鳴らない 

ヒューズを交換 

バッテリ端子はずれている 

バッテリ放電 

② アンテナの位置、コントローラケース内のアンテナ

線の接続を確認してください。 
アンテナ線断線 アンテナ線を修理してください 

③ 無線番号の設定とディップスイッチの位置を確認

してください。 

ディップスイッチが異なれば合わせる 

（８-８．無線番号設定） 
 

④ 無線番号の設定を変更して動作確認してくださ

い。 
別の無線番号で動けば正常  

⑤ 以上で改善されない場合は、販売店に相談してく

ださい。 

（電波環境で使用できない場合もあります） 

  

３回 

フクスウ ムセン ジュシン 

 
 

① 無線番号と同じ電波が受信されています。 無線番号の設定を変更してください。  

４回 

エンジン ツウシン イジョウ 

 
 

① エンジンとの通信線を確認してください。   

５回 

セルスタート ショキイジョウ 

 
 

① セルスタートが始動規定回数を超えています。 
本体コントローラの主電源を一旦 「ＳＴＯＰ」 して

ください。 
 

 
燃料・燃料コック・チョークを確認し、再度始動操

作してください。 
 

６回 

エンジン ミシドウ  

シテイ ツウデンジカン ケイカ 

 
 

① 本体コントローラの主電源が 「ＯＮ」 され、エンジ

ン始動がないまま５分以上経過しています。 

本体コントローラの主電源を一旦 「ＳＴＯＰ」 して

ください。 
 

７回 

（※） 

エンジンスイッチ ショキイジョウ 

ショキ ＯＦＦニ アリマセン 

 
 

① エンジンスイッチを一旦 「ＯＦＦ」 してください。 

 

※ 本体とリモコンの通信が確立されない時間が長

いとブザーは鳴りません。 

液晶にのみ表示のみされます。 
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